
 

第１６回 日野市住宅ストック活用推進協議会 

日時：令和 4年 3月 17日(木) 

10時 00分～12時 00分  

場所：505 会議室 

  

 

 

【  次 第  】 

 

 

１．開会 

２．配布資料確認 

３．議事 

１．空き住宅等対策計画の改定（案）に関する事項       資料１ 

２．令和３年度の実績と令和４年度の取り組み（案）      資料２ 

４．報告 

１．「まちと空き家の学校」実施状況と実績           資料３ 

５． 閉会 

 

 

 

<<配布資料>> 

 資料１－１  パブリックコメントの実施の結果 

 資料１－２  日野市空き住宅等対策計画_第２期（本編）の案 

 資料１－３  日野市空き住宅等対策計画_第２期（導入版）の素案 

資料２－１  令和３年度の実績 

資料２―２  令和４年度の取り組み（案） 

資料３－１  「まちと空き家の学校」の実施状況 

資料３－２  「まちと空き家の学校」の実績 

参考資料   第 15回日野市住宅ストック活用推進協議会協議要点録 



資料１－１ 

 

 

日野市空き住宅等対策計画（第二期）の改定案に関する  

パブリックコメント実施の結果について  

 

 

＜パブリックコメントの概要＞ 

  １．計画の名称：日野市空き住宅等対策計画（第二期）  

  ２．計画の期間：令和４(2022)年４月～令和８(2026)年３月、５年間  

  ３．実施期間：２月４日（金）～３月７日（月）  

  ４．閲覧内容：（1）空き家対策に関する計画のお知らせ（A4 サイズ１枚）  

           （2）日野市空き住宅等対策計画の概要（A３サイズ１枚）  

           （３）日野市空き住宅等対策計画（案）（A３サイズ３３枚※）  

             ※最終的に印刷する計画の冊子は A４サイズ。今回閲覧する

資料は A４サイズ冊子の見開きを１枚。  

  ５．閲覧場所：都市計画課、七生支所、豊田連絡所、市内各図書館、  

市政図書室、市ＨＰ  

  ６．意見提出方法：郵送、持参、ファックスまたはＥメールにて。 

 

 

＜パブリックコメント実施の結果＞  

  １．意見提出者：なし  

  ２．意見数    ：なし 

 

 

＜今後の予定＞ 

   ・３月１７日：住宅ストック活用推進協議会にて計画最終案の確認  

   ・３月下旬：計画の策定及び印刷  

   ・４月～ ：第二期計画の運用  

 



空き家対策に係るこれまでの取り組み状況等（令和４年度２月末時点）                    資料２-１ 

 平成 29年度 平成 30年度 Ｒ１年度 R2年度 Ｒ3年度（2月末時点） 

戸建空き家数※ 860棟 820棟 816棟 761棟 724棟 

問合せ棟数 

（内、解決数） 

77棟 

（年度内 58棟） 

（年度外 15棟） 

74棟 

（年度内：46棟） 

(年度外：25棟) 

57棟 

（年度内：３6棟） 

(年度外：13棟) 

83棟 

（年度内：62棟） 

(年度外：13棟) 

63棟 

（年度内：３7棟） 

 

不動産流通数 

（内、実施数） 

1件 

(1件解体) 

7件 

(1件解体) 

９件 

（５件解体等） 

１６件 

(９件解体等) 

20件 

（１２件解体等） 

相続財産管理人

制度の活用 
― １件 2件 １件 ０件 

活用マッチング 

（内、成立数） 

5件 

(5件、累計 7件) 

2件 

(1件、累計 8件) 

6件 

（4件、累計 12件） 

2件 

(2件、累計 14件) 

7件 

（5件、累計 19件） 

活用希望者数 

（内、成立者数） 

12者(累計 28者) 

(3者、累計 5者) 

10者(累計 38者) 

（2、累計 6者） 

3者（累計 41者） 

（３、累計 9者） 

9者(累計 50者) 

（0、累計 9者） 

18者（再登録） 

（3者） 

地域貢献活用 

改修費等補助数 
3 

3 

（累計 6） 

４ 

（累計 10） 

0 

（累計 10） 

４ 

（累計 14） 

地域貢献活用 

専門家派遣事業 
3 

5 

（累計地域数 6） 

２ 

（累計地域数６） 

0 

（累計地域数 6） 
― 

アドバイザー 

派遣事業 
― ― ― ― アドバイザー登録：４件 

派遣回数：０回 

住宅地活動   

支援制度 
― ― ― ― ０件(電話相談１件) 

まちと空き家の

学校 
― ― ― ― 受講生 26名 

卒業 25名予定 

周知啓発 
7月 専門家制度説明会 
8月 空き家対策説明会 
（平山地域の老人会） 

4月  専門家制度説明会 

8月  空き家対策説明会 

(平山中ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ) 

10月 空き家対策説明会 

(西平山地域の自治会) 

６月 専門家制度報告会  
9月 まちと空き家の学校

公開シンポジウム 

その他 
5月 協議会開始 
7 月 地域貢献活用補助
金開始（改修費・専門家） 

2 月 相続財産管理人制度
による選任決定 

８月～ (仮称)空き家の学
校制度創設業務 

11 月 不動産流通の仕組
みを更新 

 
５  月～ 対策計画改定 
10 月～ まちと空き家の

学校開始 

※戸建空き家数は、平成 27 年に実施した現場調査の情報を基に、新たに確認した空き家や除却された空き家の情報を更新した情報



空き家対策に係るこれまでの取り組み状況等（令和４年度２月末時点）                    

資料２-１ 



資料２-２ 

 

令和４年度の主な取り組み（案）  

 

＜継続して行う取り組み＞ 

想定の時期 取組み内容 
対策計画の

施策 

通 年 適切な管理がなされない空き家に対する働きかけ 施策３ 

通 年 空き家所有者に対する不動産流通の案内 施策４ 

６月～ まちと空き家の学校 運営開始 施策２,５ 

適 宜 新たな空き家に関する情報の把握、整理 施策１ 

適 宜 市民や所有者に対する情報発信・ＰＲ 施策２ 

 

＜新規の取り組み＞ 

想定の時期 取組み内容 
対策計画の

施策 

４月～ 対策計画の改定周知 全て 

適宜 重点的な空き家の利活用や更新の推進 施策 6 

 

 

 ※日野市空き住宅等対策計画の主な施策(改定後) 

施策１：空き家に関する情報の把握と整理 

  施策２：所有者等、地域、市民などへの情報発信 

  施策３：管理がなされていない空き住宅等の改善促進 

  施策４：空き住宅等や既存住宅の流通の促進 

  施策５：空き家の多面的な活用の促進 

  施策６：特定エリアでの重点的な空き家の利活用や更新の推進 

 

 

 

 



資料３-１ 

 

 

「まちと空き家の学校」の実施状況 

 

講座２について 

開催日：令和４年１２月１１日(土) 10：00～12：00 

参加人数：24名 

 

実施内容 

■導入講義 

→前回の振り返り・小さな場作りの提案 

■提案作成～グループでの話し合い 

■実習２に向けた企画 

→実際に活用されている空き家で各班に分かれて作成した企画発表 

 

 

実習２について 

開催日：令和４年１月２２日(土) 13：00～16：10 

参加人数：23名 

 

実施内容 

以下の３か所の空き家活用現場でお試し利用を行った。 



資料３-１ 

 

 

 

① 

② 

③ 



資料３-１ 

 

 

①浅川リバーハウス(西平山 2-9-30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３-１ 

 

 

②武藤さんち 

 

 

 



資料３-１ 

 

 

  



資料３-１ 

 

 

③ふれあいサロンアムールの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３-１ 

 

 

 講座３・実習３について 

開催日：令和４年２月５日(土) 10：00～16：10 

参加人数：25名(うちオンラインが 11名) 

 

実施内容 

実習２の振り返り、各グループからの提案発表、個人発表 



資料３－２ 

 

 

 

「まちと空き家の学校」の実績 

（１） 講座の概要 
 ＜目的＞ 

空き家活用の事例等を広く情報発信し、人材の蓄積と事例化を促進する好循環を創出 

→卒業生による活用実践等をシンポジウムやＨＰで情報発信し、市民や所有者の関心を高める。 

所有者との活用マッチングや地域での場づくりを主体的に進められる人材を育成 

→講座と実習で、受講生が活用のステップや方法等を学び、空き家活用の基礎力を養う。 

⇒卒業生同士のつながり、所有者とのマッチングや地域活動の機会を通じて、地域の場づくりの創出を促進 

＜受講生情報＞ 

・受講決定人数：26 名  修了人数：25 名(1 名は途中で受講を辞退) 

・修了した受講生の平均年齢：48.6 歳  男女比：男 8:女 17  

＜講座等の情報＞ 

時期 主題 内容 参加者数 

9月 11日(土) 公開シンポジウム 
①基調講演 
②空き家対策と学校の説明 

会場：53名 
オンライン：59名 

11月 22日(土) 講座１・実習 1 
①活用に関する導入講義 
②空き家の現場を見学(3か所) 

①24名 
②25名 

12月 11日(土) 講座 2 お試し利用に関する講義・作成 24名 

1月 22日(土) 実習 2 現場でお試し利用(3か所、6班) 23名 

2月 5日(土) 講座３・実習３ 
②グループ提案の講義・作成 
②グループ提案と個人発表 

会場：14名 
オンライン：11名 

 

（２） 講座の成果 
  ①受講生同士のつながりが想定以上に生まれたこと 

   受講期間は事務局から SNS（Slack）活用し受講生同士と事務局の情報共有を実施。 

その他、個人間で SNS(LINE、Facebook など)でのつながりも見られた 

※今後の情報交流の場として、既活用者から提案のあった新たな SNS での交流も予定 

   

  ②ほとんどの受講生が、講座の学びを前向きに受け止めたこと 

（以下受講修了後のアンケート回答の一部） 

  ・人脈が広がったこと。自分ができること、できないことがわかった。学校は一体感があって楽し

い。 

  ・空き家活用とひと言で言っても、そこにはオーナーの方、活用したい側など、実に様々な考え方

が存在することを学んだ。お試し企画を行ったことは大変参考となった。今後は自分次第。 

 

（３） 講座の課題 
・現場での実習が 1 月だと寒いため時期がずらすことを検討。（実習を秋頃実施予定） 

・新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、最終の講座ではオンライン参会者が約半数 

→意見交換が滞りなくできる配信環境、リアルとオンラインの交信が課題。

 


